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平成29年度  事業報告
共済目的 加入戸数 引受数量 共済金額 共済掛金 支払共済金 無事もどし金
水　　稲 （延） 9,456戸 468,577.4ａ 2,481,041,596円 14,114,137円 3,539,660円 11,532,901円

麦 36戸 41,275.0ａ 150,160,702円 6,802,137円 1,195,571円 1,114,972円
家　　畜 （延）     51戸 15,414頭 652,320,114円 18,259,304円 29,838,085円 －
果　　樹 （延）   337戸 11,541.8ａ 191,891,000円 4,334,586円 2,212,047円 59,308円
大　　豆 11戸 8,979.3ａ 21,071,376円 785,936円 3,185,168円 0円
蚕　　繭 － － － － － －
園芸施設 （延）   156戸 378棟 750,940,000円 2,686,072円 4,010,340円 614,580円
建　　物 6,451戸 8,894棟 107,428,320,000円 82,814,545円 30,753,723円 －
農 機 具 150戸 536台 1,852,460,000円 9,312,604円 8,171,722円 －
合　計 （延）16,648戸 113,528,204,788円 139,109,321円 82,906,316円 13,321,761円

　

平
成
30
年
5
月
29
日
に
岐
阜
市
の
岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会

館
に
お
い
て
第
22
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
総
数
1
0
0
名
の
う
ち
、
94
名（
書
面
含
）出
席
の
も

と
鷲
見
組
合
長
理
事
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に
は
山
県
市
桜
尾

地
区
の
平
野
良
次
総
代
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
平
野
議
長
は
、
総
代
会
議
事
運
営
規
則
第
4
条
に

よ
り
議
事
録
署
名
人
2
名
に
各
務
原
市
蘇
原
地
区
の
兼
松
英

司
総
代
、
羽
島
市
福
寿
地
区
の
佐
藤
嘉
文
総
代
を
、
書
記
に

河
島
政
志
、藤
吉
憲
二
両
職
員
を
指
名
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
報
告
や
今
年
度
の
運
営
方
針
な
ど
、
提
出

さ
れ
た
全
11
議
案
は
、
慎
重
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議長を務めた
平野良次総代

第
1
号
議
案
　
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
2
号
議
案
　
諸
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
3
号
議
案
　
平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
、
剰

余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
4
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
5
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
賦
課
総
額
及
び
賦
課

単
価
並
び
に
賦
課
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

第
6
号
議
案
　
平
成
30
年
度
役
員
等
報
酬
の
承
認
に
つ
い
て

第
7
号
議
案
　
平
成
30
年
度
余
裕
金
預
入
先
の
金
融
機
関
の
指
定
に

つ
い
て

第
8
号
議
案
　
平
成
30
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
9
号
議
案
　
農
作
物
共
済
事
業
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
10
号
議
案
　
平
成
30
年
度
無
事
戻
金
の
支
払
承
認
に
つ
い
て

第
11
号
議
案
　
損
害
評
価
会
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

附
帯
決
議

提出された議案 第
22
回 

通
常
総
代
会
開
催

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

安心のネットワーク

岐阜中央



平成30年度  事業計画 総共済金額 1,151億円

◦引受面積
　467,100a

◦共済金額
2,449,683千円

水稲共済
◦引受面積

40,100a
◦共済金額
106,467千円

麦 共 済
◦引受頭数

16,790頭
◦共済金額
674,230千円

家畜共済

大豆共済果樹共済
◦引受箱数
　1.48箱

◦共済金額
107千円

蚕繭共済

◦引受棟数
9,034棟

◦共済金額
109,207,000千円

建物共済
◦引受棟数

　398棟
◦共済金額
754,563千円

園芸施設共済
◦引受台数

　540台
◦共済金額
1,769,000千円

農機具共済

◦引受面積
　12,280a

◦共済金額
199,697千円

◦引受面積
8,900a

◦共済金額
21,000千円

第
1
回
監
事
会

　

平
成
30
年
5
月
11
日　

岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会
館
６
階
研
修
室　

　

議
　
案

第
1
号
議
案	

平
成
29
年
度
岐
阜
中
央
農
業
共
済
組
合
定
時
決
算
監
査
に
つ
い
て

第
2
号
議
案
　
平
成
29
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
3
号
議
案	

諸
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

損
害
評
価
会
　
果
樹
共
済
部
会

　

平
成
30
年
4
月
26
日　

岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会
館
組
合
会
議
室

　

議
　
案

第
1
号
議
案
　
平
成
29
年
産
果
樹
共
済（
か
き
災
害
収
入
共
済
方
式
）当
初
評
価
高
に
つ
い
て

第
2
号
議
案
　
基
準
収
穫
量
及
び
基
準
生
産
金
額
の
設
定
に
つ
い
て

第
1
回
余
裕
金
運
用
管
理
委
員
会

　

平
成
30
年
5
月
16
日　

岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会
館
組
合
会
議
室

　

協
議
事
項

⑴
平
成
29
年
度
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑵
平
成
30
年
度
余
裕
金
預
入
先
の
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て	

⑶
平
成
30
年
度
有
価
証
券
取
得
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

組合主要行事報告   4月から6月

第
1
回
理
事
会

　

平
成
30
年
5
月
16
日　

岐
阜
県
福
祉
・
農
業
会
館
6
階
研
修
室

　

議
　
案

第
1
号
議
案
　
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
2
号
議
案	

諸
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
3
号
議
案	

平
成
29
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案

及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
4
号
議
案	

平
成
30
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
5
号
議
案	

平
成
30
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
賦
課
総
額
及
び
賦
課
単
価
並
び

に
賦
課
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

第
6
号
議
案	

平
成
30
年
度
役
員
等
報
酬
の
承
認
に
つ
い
て

第
7
号
議
案	

平
成
30
年
度
余
裕
金
預
入
先
の
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

第
8
号
議
案	

平
成
30
年
度
有
価
証
券
取
得
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

第
9
号
議
案	

平
成
30
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
10
号
議
案	

農
作
物
共
済
事
業
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
11
号
議
案	

平
成
30
年
度
無
事
戻
金
の
支
払
承
認
に
つ
い
て

第
12
号
議
案	

損
害
評
価
会
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

第
13
号
議
案	

第
22
回
通
常
総
代
会
の
招
集
及
び
付
議
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

第
14
号
議
案	
損
害
評
価
員
の
任
免
及
び
共
済
部
長
の
委
嘱
に
つ
い
て

附
帯
決
議

安心のネットワーク

岐阜中央



水稲被害!3割超過の減収田は申告を忘れずに。
自然災害・病虫害・鳥獣害が原因で3割超過の減収がある場合は損害評価野帳を提出してください。

風水害、干害、ひょう害、冷害、凍霜害、暖冬害、寒害、
雪害、雨害湿潤害、冷湿害、土壌湿潤害、地震害、
雷害、噴火の害、地すべり害、火災、病害、虫害、
鳥害、獣害、その他の気象上の原因による災害

対象となる被害
◦農薬の誤散布による薬害
◦車輌などの飛び込みによる損害
◦街路灯・看板灯などによる生育不良	
◦肥培管理の粗放　など

対象とならない被害

注意事項
❶１筆につき１枚の損害評価野帳を使用し、上記の記入例を参考にして必ずボールペンで記入してください。
❷地区名は集落名、品種名は作付けしている品種、災害の種類は「穂いもち」・「いのしし」等具体的に記入してください。
　種類別の欄は該当するものに○印を記入してください。
❸損害評価日前に刈取りする被害田がありましたら早急にご連絡ください。

損害評価野帳の記入例

太枠内を黒い
ボールペンで
記入してください。

切取線より切り取って
被害田の見やすい所へ
立ててください

※肥培管理が不十分による減収
につきましては、分割評価と
なります。

1　適正な穂肥施用
　穂肥施用は、収量や米の品質・食味に影響する重要な管理作業です。
　穂肥は、1穂当たり粒数の増加や粒を充実させるために重要な作業ですが、肥料を施用する時期が早す
ぎたり、施用量が多すぎたりすると、下位節間が長くなり稲が倒れやすくなり、米の品質低下を招きます。
　また、施肥量が多いと、米のタンパク質含量が高くなり、食味を落とす原因の1つにもなります。
　JAぎふの栽培暦にあるように、出穂20日前ころ（幼穂長3～5mm）が穂肥施用の適期となります。
幼穂長の見方は、図1や表1を参考にしてください。化成肥料17－0－17を20～25㎏／10a施用します。
　ただし、稲の葉色が濃かったり、軟弱気味の生育の場合は、穂肥の量を減らしたり、施用時期を遅ら
せる必要があります。

2　病害虫防除
　米の収量や品質を下げる主な病害虫は、「穂いもち」とカメムシ類による「斑
点米」の発生です。
　今年は、空梅雨気味で推移しており、葉いもちの発生は少ないと思われます
が、穂いもちに罹ると大きく収量を下げる原因となります。ハツシモは、いも
ち病に強い品種ではありませんので、穂いもちの予防防除を行いましょう
　斑点米は、カメムシ類が籾を吸汁することにより発生します。そのため、防
除は穂が出てから行います。また、カメムシ類は、穂が出るまでは近くの雑草
に生息し、稲が出穂すると田んぼの方へやってきます。畦畔等の除草を出穂直
前に行うと、田んぼへカメムシ類が寄ってくる原因ともなりますので、穂が出
る10～15日前までには作業を終わらせてください。
　防除時期については、農薬の種類によって多少異なるので、栽培暦や農薬の
ラベルを参考にしてください。

発育過程 出穂前日数 幼穂長 外部形態
原基分化開始
（穂の分化） 30日 0.2㎜ 止葉より下位4枚目

の葉抽出始め
1次枝梗原基分化開始 28 0.4 3枚目の葉抽出
2次枝梗原基分化開始 26 1 2枚目の葉抽出
顕花原基分化開始 24 1.5

雌・雄ずい原基分化開始 20 3 止葉抽出
花粉母細胞分化 18 5～8

16 10
減数分裂期 12 80 穂ばらみ始め
花粉内容充実 6 195
胚嚢8核期 4 205

花器内部形態完成 2～1 220 出穂
開花 0 220

　　水稲管理のポイント普通植え
ハツシモ 岐阜農林事務所　農業普及課　小島　康平

表1　幼穂長と外観の目安

図1　幼穂長の見方
止葉の下の葉

止
葉伸

長
を
始
め
て
い
る
節
間

幼
穂

安心のネットワーク

岐阜中央



　
普
段
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
が
ど
の
よ
う
な
業
務

を
行
っ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
。

『
そ
れ
い
け
ノ
ー
サ
イ
君
。』

　
今
回
は「
見
回
り
調
査
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
損
害
評
価
会
委
員
の
方
と
被
害
申
告
の
あ
る
田
や

畑
、管
内
全
体
の
被
害
状
況
を
見
回
り
確
認
し
ま
す
。

　「
見
回
り
調
査
」は
損
害
評
価
会
の
審
議
の

参
考
と
す
る
た
め
行
っ
て
い
ま
す
。

　
出
荷
デ
ー
タ
を
元
に
被
害
の
調
査
を
す
る

方
式
も
あ
り
ま
す
が
、
現
地
の
被
害
状
況
を

「
見
る
」こ
と
で
確
認
も
し
て
い
ま
す
。

ノ
ー
サ
イ
君

そ
れ
い
け

❸柿の調査

❶水稲の調査

イノシシの檻を貸し出します。
近年増加している獣害（イノシシ）対策として、以下の条件にて檻を貸し出します。

貸し出し条件

お問合わせ

❶	農作物に対する獣害対策を目的とすること。
❷	鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する
法律に従い使用すること。

❸	わな猟免許取得者が取り扱うこと。
❹	貸与期間中の捕獲檻の保管及び設置について事故の
ないよう注意を払うこと。

❺	捕獲檻の管理について毀損した場合や亡失した場
合または第三者に損害を与えた場合は、当組合は
一切の責任を負わない。

❻	捕獲檻の設置した位置図及び写真を提出すること。
❼	捕獲時には、組合まで報告すること。

NOSAI岐阜中央　農作物係　TEL.058-275-3490

❶

❷

❸
❹

❷麦の調査

❹大豆の調査

数に限りが

あります！

安心のネットワーク

岐阜中央



収
入
保
険

秋
か
ら
申
請
が
始
ま
り
ま
す
。

収
入
保
険
Q
＆
A

補
償
対
象
と
な
る
農
産
物
の
範
囲
は
？

　
収
入
保
険
は
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
補
償
し
ま
す

の
で
、
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
作
物
の
販
売
収
入
全

体
が
対
象
で
す
。

　
加
工
品
と
補
助
金
は
、
販
売
収
入
に
は
含
め
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
精
米
や
餅
な
ど
所
得
税

法
上
の
農
業
所
得
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い
る
加
工
品
や
、

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
の
数
量
払
の
よ
う
に
実
態
上

販
売
収
入
と
一
体
的
な
補
助
金
は
販
売
収
入
に
含
め
ま
す
。

ＱＡ

保
険
料
等
の
納
入
に
つ
い
て
、

分
割
払
い
は
で
き
ま
す
か
？

　
で
き
ま
す
。
最
大
９
回
ま
で
選
択

可
能
で
す
。

ＱＡ

ど
ん
な
場
合
に
補
て
ん
さ
れ
る

の
で
す
か
？

　
当
年
の
販
売
収
入
が
補
償
限
度
額

を
下
回
っ
た
場
合
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
市
場
価
格

の
低
下
、
盗
難
、
取
引
先
の
倒
産
な

ど
農
業
者
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
避

け
ら
れ
な
い
様
々
な
収
入
減
少
の
要

因
を
補
償
の
対
象
に
し
ま
す
。

ＱＡ

い
つ
加
入
の
申
請
を
す
る
の
で
す
か
？

　
個
人
の
保
険
期
間
は
1
月
～
12
月
で
す
の
で
、
加
入
申

請
は
前
年
の
10
月
～
11
月
に
N
O
S
A
I
に
加
入
を
申
請

し
、
通
知
さ
れ
た
保
険
料
等
を
12
月
末
ま
で
に
納
付
す
る

と
い
う
手
順
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
法
人
の
保
険
期
間
は
各
々
の
事
業
年
度
と
な
り
、

加
入
申
請
は
保
険
期
間
の
３
か
月
前
～
１
か
月
前
と
な
り

ま
す
。

ＱＡ

補
償
額
は

ど
の
よ
う
に

決
め
る
の
で
す
か
？

　
農
業
者
ご
と
に
過
去（
基
本
５
年

間
）の
販
売
収
入
を
平
均（
５
中
５
）し

た
も
の
を
基
準
収
入
と
し
て
、
そ
の

９
割
を
補
償
限
度
額
と
し
、
補
償
限

度
額
に
支
払
率
９
割
を
乗
じ
た
額
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
補
償
限
度
額
と
支
払
率
は

他
の
割
合
も
選
択
で
き
ま
す
。

ＱＡ

補
て
ん
金
の
支
払
い
は
い
つ
頃

に
な
り
ま
す
か
？

　
確
定
申
告
後
、
保
険
期
間
の
収
入

を
税
務
関
係
書
類
に
よ
っ
て
確
認
し

た
後
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
個
人
は
３
月
～
６
月
ご
ろ
、

法
人
は
事
業
年
度
終
了
後
３
か
月
～

６
か
月
ご
ろ
で
す
。

ＱＡ

その他のご質問は岐阜中央農業共済組合(058-275-3490)までお問い合わせください。
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頑張る
農業者

苺
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

み
な
さ
ま
に

　

岐
阜
市
岩
地
区
で
大
手
ス
ー
パ
ー
か
ら
転

職
し
平
成
22
年
か
ら
苺
の
栽
培
を
始
め
、
ハ

ウ
ス
21
a
で
今
年
は
「
か
お
り
の
」「
紅
ほ
っ

ぺ
」
を
高
設
栽
培
で
作
っ
て
い
る
仙
石
知
詳

さ
ん（
46
）。

　
「
と
れ
た
て
の
苺
を
お
客
さ
ん
と
顔
を
合

わ
せ
て
話
し
販
売
し
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、

平
成
30
年
1
月
、
自
家
産
い
ち
ご
の
ス
イ
ー

ツ
シ
ョ
ッ
プ「crown berry

」（
ク
ラ
ウ
ン
ベ

リ
ー
）を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

お
店
に
は
仙
石
さ
ん
が
栽
培
し
た
苺
は
も

ち
ろ
ん
、
店
内
で
加
工
し
た
ジ
ャ
ム
や
ア
イ

ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
他
に
、
ス
ー
パ
ー
の
社

員
時
代
に
培
っ
た
営
業
力
で
地
元
の
和
菓
子

屋
や
パ
ン
屋
と
協
力
し
、
自
ら
提
案
し
た
自

家
製
の
苺
を
使
っ
た
商
品
を
置
く
。

　

店
舗
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
は
、
会

社
員
時
代
に
研
修
で
行
っ
た
米
国
の
ス
ー

パ
ー
。
地
元
で
と
れ
た
野
菜
や
果
物
を
お
客

さ
ん
と
会
話
し
な
が
ら
販
売
し
て
お
り
、
薄

利
多
売
が
主
流
の
当
時
で
は
少
な
い
そ
の
姿

に
影
響
を
受
け
た
。「
自
分
も
農
産
物
を
生

産
し
直
接
お
客
さ
ん
に
販
売
し
た
い
」
と
強

く
思
い
、
就
農
し
て
店
を
立
ち
上
げ
る
力
と

な
っ
た
。

　
「
店
を
持
ち
直
接
販
売
す
る
こ
と
で
、
完

熟
し
た
一
番
お
い
し
い
状
態
を
収
穫
し
提
供

で
き
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
は
自
分
が
生
産
し

た
苺
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
収
穫
し
販
売
さ

れ
て
い
る
か
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
説
明
し

て
購
入
し
て
も
ら
え
ま
す
。」と
話
す
。

　

そ
の
た
め
お
客
さ
ん
が
納
得
し
て
購
入

し
、
も
う
一
度
お
店
に
来
て
も
ら
え
る
。

　
「
将
来
は
野
菜
も
作
り
観
光
農
園
の
よ
う

な
地
域
雇
用
も
考
え
ら
れ
る
場
所
に
し
た

い
。
今
は
新
し
く
考
え
た
苺
の
ジ
ュ
ー
ス
や

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
販
売
中
で
す
。」と

語
る
。

岐阜市

仙
せん

石
ごく

 知
とも

詳
よし

さん

「crown berry」
岐阜市岩田西1の645の1
TEL 058（243）5515

岩田西公園

ヤマト運輸

crown
berry

岩田東1

岩田
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イエロー
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阜
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良
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目
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1号
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阜
県

福
祉

・
農

業
会

館
 6階

　
TE

L（
058）275−

3490  FA
X（

058）275−
3492

■
発
行
所
／
岐
阜
中
央
農
業
共
済
組
合

ぎ
ふち
ゅう
お
う

2
号

孫
が
六
人
、
男
の
子
ば
か
り
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
は
田
植
え
や
稲
刈
り

を
手
伝
い
に
来
て
、
機
械
に
乗
せ
る
と
目
を
輝
か
せ
て
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
今
は
お
米
を
食
べ
る
専
門
の
孫
達
で
す
が
、
あ
の
時
の
目
の

輝
き
忘
れ
な
い
で
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
岐
阜
市　

男
性
）

◦
農
業
体
験
な
ど
に
参
加
す
る
子
供
達
の
笑
顔
は
輝
い
て
い
ま
す
。
農
業

の
楽
し
さ
を
ず
っ
と
覚
え
て
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

岐
阜
な
め
き
フ
ァ
ー
ム
の
今
後
の
き
の
こ
狩
り
が
楽
し
み
で
す
。
是
非

や
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。
我
が
家
も
家
庭
菜
園
を
し
て
い
る
の
で
収

穫
が
楽
し
み
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
巣
市　

女
性
）

◦「
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
」な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
き
の
こ
栽
培
に
挑
戦
し
て
み

え
ま
す
。
ま
ず
は
直
売
所
で
お
い
し
い「
椎
茸
」を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

畑
仕
事
は
夫
が
主
で
や
っ
て
い
て
、
私
は
専
ら
草
引
き
で
す
。
こ
の
仕

事
は
好
き
で
す
。
き
れ
い
に
な
っ
た
場
所
を
な
が
め
て
満
足
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
山
県
市　

女
性
）

◦
畑
を
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
暑
い
日
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
近
は
大
き
な
気
温
の
変
化
の
た
め
作
物
作
り
が
大
変
で
す
。

　
　
（
羽
島
市　

男
性
）

◦
異
常
気
象
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

例
年
の
作
業
が
早
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

稲
作
を
始
め
て
25
年
。
今
で
も
手
作
業
で
種
作
り
、
種
ま
き
、「
は
さ

が
け
」の
自
然
乾
燥
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
家
族
に
は
安
心
、
安

全
な
主
食
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。　
　

 

（
各
務
原
市　

女
性
）

◦
最
近
は
、「
は
さ
が
け
」を
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
愛
情
を

こ
め
て
作
っ
た
お
米
を
家
族
の
方
が
お
い
し
く
食
べ
て
い
る
姿
が
想
像

で
き
ま
す
ね
。

退
職
し
た
主
人
の
希
望
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
し
ま
し
た
。
本
格
的
に

農
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
年
齢
が
高
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
夫
婦
で
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 （
山
県
市　

女
性
）

◦
農
作
業
は
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
業
で
楽
し
く
第
二
の
人
生
を

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

読
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

応募ハガキの個人情報は、広報紙の掲載・プレゼントの発送以外には使用いたしません。

①ネズミ
②イノシシ
③カラス

臨時総代会にはいくつの議案
が提出されたでしょう？

当選者発表
◦岡野　正弘さん（岐阜市）
◦大井　喜元さん（羽島市）
◦五島　孝子さん（各務原市）
◦市川由美子さん（本巣市）
◦信田　友子さん（山県市）
以上5名の方々です。おめでとうございます。

『①１０議案』でした。

前号の問題と答え

問　

 

題

　近年増加している獣害対策とし
て檻を貸し出しています。何用の
檻でしょう？

応募方法
　官製ハガキに、下記のように必要事
項を必ず全部書いて送ってください。

締　切　日
10月31日 （消印有効）
　正解者の中から抽選で 5 名の方に
記念品をお届けします。

岐
阜
市
下
奈
良
2

̶

2

̶

1

答
え

氏
名

住
所・電
話
番
号

年
齢・職
業

ご
意
見・ご
質
問

「
N
O
S
A
I
ク
イ
ズ
」係

お
も
て

う

　ら
（
何
で
も
よ
い
の
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

岐
阜
中
央
農
業
共
済
組
合

　

当
組
合
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
適
切
な

引
受
業
務
を
図
る
為
、
ま
た
、
現
金
を
扱
う
こ
と

が
不
正
に
繋
が
り
か
ね
な
い
）の
一
環
と
し
て
、

口
座
振
替
で
の
共
済
掛
金
等
の
納
入
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
現
金
に
て
納
入
さ
れ
て
い
る
方
は
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
口
座
振
替
へ
の
登
録
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
左
の
貯
金
口
座
振
替
・
振

込
依
頼
書
は
、
全
事
業
に
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た

現
在
Ｊ
Ａ
口
座
登
録
の
方
で
、
契
約
名
・
口
座

番
号
変
更
の
場
合
も
、
こ
の
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
登
録
に
は
10
日
ほ
ど
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

や
む
を
え
ず
現
金
に
て
集
金
及
び
金
融
機
関
で

の
振
込
納
入
さ
れ
た
場
合
は
、
後
日
組
合
よ
り
確

認
通
知
書
を
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
引
受
内
容
等

に
間
違
い
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

原
則
口
座
振
替
で
す
。

確認通知書

JAぎふの貯金口座
振替・振込依頼書

NOSAI
クイズ


